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《紹介》
THEODORE McNELLY,
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載せられている）。本書のほかに著書として，Contemporary Government of Japan
（１９６３），Politics and Government in Japan（１９７２，１９８４），The Origin of Japan’s
Democratic Constitution（２０００）があり，編著書として，Sources in Modern East









参加されたが，例えば Bi―National Conference on “Democracy and Planned Politi-
cal Change : The Case of Allied Occupation of Japan, 1945―1952”（Hawaii, July
１９７８）に出席され，“Induced Revolution : The Policy and Process of Constitutional

































































親の滞在する日本で生まれた（先生は私に「母は BIJ＝Born in Japanだよ」とい
われたことがあった）ことの影響があるというべきであろう（先生の祖母と母は
子どもたちに日本の話をし，子どもたちが好んでくり返した日本語「ワタシ ワ









































































































































の出版物 Political Reorientation of Japan : September 1945 to September 1948を示
され，驚くべきことにはそれら出版物の書評を同研究所の著名な刊行物である


































































































Government in Japan として出版されたが，絶版になった後，University Press of
Americanが１９８４年に第３版を出版した（２１９頁）。
比較政治の教科書についていえば，１９６７年に，Appleton―Century―Crofts社と
契約して Sources in Modern East Asian History and Politics を出版されている
（２１９頁）。また，比較政治の代表的な教科書でラトガース大学のマイケル・カー
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カーサー・ノートに記された “the Emperor is at the head of the state” は “the
Emperor is the Head of State” とは違い，マッカーサーが使った前置詞 at の位置

















野作造賞を受賞）を贈呈された。この懇談会において論議された問題― “at the top
of the state” の意味と天皇は「日本国および日本国民統合の象徴である」ことの
意味―については，中村政則教授の著書『象徴天皇制への道：米国大使グルーと
その周辺』（岩波新書，１９８９；英訳版は，Herbert P. Bix, Jonathon―Baker Bates,
and Derek Bowen, The Japanese Monarchy : Ambassador Joseph Grew and the




は「ジョッキの生ビールの泡」の位置にある（at the top of the state）という考
えの「マッカーサー・ノート」に由来する，と at の使い方および米俗語に基づ

















































































６．「マッカーサー・ノート」第２項には，“Japan renounces it（war）an instru-

















































に強く排除しようとしたのであれば，“even for the purpose of defense” の語句
を付け加えようとすればできたにもかかわらず，それをしなかった。マッカーサ


















































「アジア研究協会」（Association for Asian Studies）年次会で報告した “The Japa-








とは皮肉である。」と述べ，註として Edwin O. Reischauer, “The United States and
Japan” を参照させている。この『冷戦時の日本国憲法』は、マクネリー先生によ
り大幅に改訂が施され、その題名を “The Japanese Constitution : Child of the

















（２） ハワイ大学出版部から刊行された英語版 Democratizing Japan : The Allied Occu-



















































































やテーブルの「表面」「最上面」の意味があり、the top of the waterは「水面」
と訳される（以上、高橋源次・小川芳男ほか監修『旺文社 英和中辞典』による）。
（９） 注（６）の拙著・所収稿をもとにさらに要約を行った。
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